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説論

一
七
八
九
年
人
権
宣
言
研
究
序
説
〆ーヘ

一、~〆

深

瀬

序

言

第
一
節
人
権
宣
言
の
制
定
過
程

(
一
七
八
九
年
七
月
一
一
日
ラ
フ
ア
イ
エ
ッ
ト
提
案
迄
、
本
号
〉

第
二
節
!
人
権
宣
言
の
法
的
特
質

結

論

序

言

一
七
九
一
年
九
月
一
一
一
日
憲
法
の
冒
頭
に
掲

d忠

一
七
八
九
年
八
月
二
十
六
日
に
フ
ラ
ン
ス
の
憲
法
制
定
国
民
議
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
、

げ
ら
れ
た
「
人
間
お
よ
び
市
民
の
権
利
の
宣
言
」
(
匂
今

rzz。
ロ
仏
巾
白
骨
。
宮
内
庁

]
4
5
5
B巾
2
L
Z
2
5
3ロ)

「
近
代
の
人
権
宣
言
の
い
ち
ば
ん
典
型
的
な

hrで
あ
り
、

を
貫
ぬ
く
重
大
な
役
割
を
も
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

(
2
)
 

周
す
る
」
影
響
力
を
発
揮
し
た
「
古
典
的
正
文
」
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

は
、
フ
ラ
γ
ス
憲
法
史

「
世
界
を
一

し
か
も
こ
の
人
権
宣
言
は
、
そ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
の
内
外
に
対
す
る
憲
法
史
的
意
義
を
も
っ
た
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
0

フ
ラ
ン
ス
現

行
憲
法
(
一
位
比
一
信
一
)
が
そ
の
前
文
冒
頭
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
宣
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
実
定
憲
法
の
内
容
の
一
部

l
lし
か
も
根
本
的

円

S
〉

部
分
ー
ー
を
な
す
も
の
な
の
で
あ
る
。
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J
 
i
 

l

l

F

1

 

フ
ラ

γ
ス
人
民
は
、
一
九
四
六
年
憲
法
前
文
に
よ
り
確
認
さ
れ
補
充
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
一
七
八
九
年
の
宣
言
に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
れ
た
よ
う
な
、
人
閣
の
諸

権
刺
お
よ
、
ひ
国
民
主
権
の
諸
原
則
に
対
す
る
忠
誠
を

(
E
R
Z
g
g
t
E
H一
色

5
5
伝
子
O
B
Bゐ

2
2
H
1
R
6
2
母
芯

ω
E耳
目
見
広
口
同

t
o
g
-
o
g
r

官
房
。
ロ
片
品
同
和
伝
四
百
田
宮
二
曲
宮
内
百
回
片
岡
。
ロ
仏
師
同
話
少
一
会
話
叫
片
足
立
市

2nog-b丹
念
宮
こ
巾
百
合
S
F
F
L曲一巳

(
U
G
E
E
S
E
L巾
H
2岱
)
、
厳
粛
に
宣

言
す
る
。

我
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
権
利
宣
言
は
「
人
権
宣
言
」
の
名
で
呼
ば
れ
る
場
合
が
多
く
|
|
本
稿
で
も
そ
う
略
称
す
る

l
i、
ま
た
、

G
・
イ
晶
リ
ネ
ッ
ク
の
著
作
。
ぽ
開
持

gza仏
母
語

gmnygE回
忌
即
位

Hm巾口
2
Z
7
1
1回
口
四
止
g
m
百円

g
c仏
2
5ロ
〈
巾
同
町
8
・

E
ロ
唱
唱
団

n
z
n
r
F
E
S
が
、
美
濃
部
達
世
間
訳
「
人
権
宣
言
論
外
三
篇
」
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
広
く
読
ま
れ
た
結
果
、
イ
エ
リ
ネ
ッ
ク

の
昆
解
、
す
な
わ
ち
、
「
人
権
宣
言
」
は
ア
メ
リ
カ
諸
州
憲
法
の
影
響
下
に
成
立
し
た
こ
と
を
強
調

l
|恐
ら
く
は
過
度
に
ー
ー
し
た
解

釈
が
、
法
学
界
に
お
け
る
常
識
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

円

4
)

し
か
し
イ
且
リ
ネ
ッ
グ
の
右
著
作
の
見
解
に
対
し
て
は
、

E
-
ブ
ト
ミ
イ
の
根
本
的
な
批
判
な
い
し
反
対
論
が
あ
り
、
こ
の
両
巨
匠
の

(
6
)
 

凝
縮
さ
れ
た
応
酬
に
続
い
て
、
同
テ
ー
マ
に
か
ん
す
る
若
干
の
研
究
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。
そ
し
て
爾
来
今
日
ま
で
の

プ
ラ
ン
ス
の
公
法
学
者
は
、
権
利
宣
言
論
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
今
世
紀
初
頭
の
大
論
争
の
成
果
を
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
積
極
的
に
で
あ

1789年人機宣言研究序説付

れ
消
極
的
に
で
あ
れ
、

ふ
ま
え
た
う
え
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

(
8〉

本
稿
は
、
こ
の
イ
エ
リ
ネ
ッ
ク
対
プ
ト
ミ
イ
論
争
藷
鳩
町
一
一
純
一
諒
一
鉱
山
町
山
一
一
一
山
叫
一
問
削
U
V
た
い
)
を
出
発
点
と
す
あ
。
し
か
し
本
研
究
の
目
標

は
、
同
論
争
の
争
点
で
あ
っ
た
人
権
宣
言
、
の
起
糠
の
探
究
で
は
な
い
。
人
権
宣
言
と
そ
の
諸
原
則
の
も
つ
法
的
特
質
を
、
全
体
と
し
て
ま

た
個
別
的
に
、
解
明
す
る
こ
と
に
定
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し
で
、
そ
の
特
質
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
人
権
保
障
の
た
め
の
公
法
思
想
・
制

度
の
う
え
に
、
ど
の
よ
う
な
恒
産
を
遣
す
こ
と
に
な
る
か
、
ま
た
諸
外
国
憲
法
に
対
し
ど
の
よ
う
な
性
質
の
影
響
党
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る

か
、
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
起
源
論
は
、
そ
の
目
標
に
向
う
た
め
の
有
用
な
示
唆
と
資
料
を
与
え
る
一
補
助
手
段
と
し
て
、
顧
慮
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鋭

す
る
に
と
ど
め
る
む

な
お
本
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
本
稿
が
意
識
的
に
決
め
た
限
界
1
l
l
依
拠
す
る
資
料
・
文
献
と
研
究
方
法
の
限
定
ー
ー
を
予
め
は

語量

っ
き
り

L
て
お
く
。
す
な
わ
ち
第
一
節
に
お
い
て
は
、
人
権
宣
言
採
択
に
至
る
ま
で
の
国
民
議
会
で
の
議
事
・
諸
草
案
お
よ
び
討
論
を
、

〉
足
庄
司
巾
印
刷
》
白
ユ
巾
目
白
昆
曲
目

H
g
仏
巾
見
∞
ゆ
秒
冨
き
"
同
州
市

E
m
-
-
8目
立
え
円
山
町
田
内
同

b
g
z
-
c
m江
田
『
片
山
内
回

hpHUCESC何
回
仏

2
h
y白
HHHゲ
同

2
・問。ロ門同角川

(
9
)
 

宮
同
宮
E
E曲目
W
F
2
5
E
2
0
2
m
F
F巾
5
5
2
舷
門
戸
市

L
・
〈
自
・
昔
日

B
3
口
S

E

包
括
切
仲
間
ヨ
ゲ
湾
口
寄
(
〉
-Hν
・
〈
国
と
略
)
に

表
わ
れ
た
限
り
に
お
い
て
、
厳
密
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
し
た
が
っ
て
第
一
節
で
は
、
こ
の
第
一
次
的
基
礎
資
料
を
確
実
な
も
の

と
考
え
(
桝
駒
山
…
間
一
一
山
崎
沖
句
嫡
州
同
ト
浦
町
一
湖
-
P
J
q
)

、
予
断
を
排
し
て
問
題
点
を
客
観
的
に
整
理
・
分
析
す
る
作
業
に
限
定
す
る
。
第
二
節
に

お
い
て
は
、
入
手
し
え
た
限
り
で
の
人
権
宣
言
関
係
の
特
殊
的
な
ら
び
に
一
般
的
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、
第
一
節
内
成
果
に
基
づ
き
、
本

稿
の
目
標
と
す
る
人
権
宣
言
の
法
的
特
質
を
分
析
し
、
総
合
的
な
結
論
を
え
た
い
と
思
う
。

本
稿
は
以
上
の
よ
う
な
限
界
内
で
の
探
究
で
は
あ
る
が
、

「
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
精
神
」
の
法
原
則
的
結
晶
と
も
い
え
る
人
権
宣
言
の
解

明
に
よ
っ
て
、
革
命
の
精
神
の
「
摘
要
で
あ
り
修
正
で
あ
る
と
同
時
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
史
中
最
も
拘
澗
た
る
時
代
の
法
律
的
公
式
」
と

称
ぜ
ら
れ
る
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
民
法
典
」
の
孔
烈
を
つ
と
に
公
に
さ
れ
た
宮
崎
教
授
に
対
し
、
筆
者
の
一
ハ
-
h
h
h
公
b
研
究
に
絶
え
ざ
る
激

励
を
た
ま
わ
っ
た
こ
と
へ
の
深
い
感
謝
の
し
る
し
と
し
て
、
献
じ
た
い
と
思
う
。

ハ
1
)
宮
沢
俊
義
、
憲
法

E
、
-
七
頁
。

(
2
)
E
E号。固め
H
N
h
Z
F
R
Y
-
F
a
p
g
t
z
t
C
E
g
s
-
gロ
2
・
F
H
U
E
-司・

HN∞-

ハ
3
)
の・
5
E
h
c
c
a
L
o
p
s
n
c
Z
E
5
5
0
-
2
2ロ
m
C
E
5
3
0
-
E
C
F
5申
1
5
8・
司

-gu・

七
八
九
年
の
宣
言
が
根
本
で
あ
り
、
一
九
四
六
年
憲
法
前
文
は
補
充
的
位
置
を
占
め
る
に
す
ぎ
ぬ
。

(

4

)

の・ぃ豆町口調印
F
戸内凶

UAwn-町
民

FDロ
《
山
田
仏
凶

IDHZLmHdogg市
内
同

ι
C
2
8可
gw
可

mLznHFCロ
司
注
目
、

ω耳
門
司
み

E
2
Lめ
門

m肖ロ
ωロ
F
2
3
0
M
-

ノ

l
ド
は
、
全
般
的
に
い
っ
て
イ

z
p
ネ
ッ
ク
の
見
解
に
賛
成
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
語
正
文
で
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に

北法 14(3・4-138)522
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(
5
)
開
・
目
。
三
g
u
r
u
U
A
m円
官
民
守
口

L
a
仏

5
5
《
山
内

5
9
5
2
0
σ
H
E
n
-
H
C
M可
B

2
豆
-
T一一古島
w
〉
ロ

E
-
g
仏

2
m
a
g円
2HνALE-35♂

SON-
司
-
合
印
i

h
E
W
識
田
万
教
授
に
よ
る
紹
介
が
、
内
外
論
叢
二
の
三
に
あ
る
と
い
う
。
水
木
惣
太
郎
、
基
本
的
人
権
、
一
九
七
頁
。

〈
6
〉
の

-
E
Z
F
『
忠
告
a
-
oロ
宮

含

o
-
z
ι
i
d
D
B
Bゆ
え

E
2
0可
m
p
H
N
b宮
B
U
F向・回
2
5
v
u
m
2
5
E
o
s
-丹

H
F
E
F
5
8・司・
ω∞印
l

Apoc・
(
7
)
何・

4司州
w
r
y
-
r
u串
n
F
E
Bロ
円
山
富
島
5
5
内庁

-
d
o
g
B何
2
E
n
p同a
E
z
-
-〉
ω
耳
目
立
か
ゅ
の
cgHFHEロ
F
、HdHmg見
守
S
R
P
H
D町内出・同一
E
諸
冨
乱
回
・

50ωU
〈
・
富
民
一
口
白
間
四
「
戸
田

D
H
F
m
E
E
L巾

S
O
A
W
E
s
t
cロ
L
g
《
凶

3
5
仏
m
-
d
O
B目
。
仏
O
H斗
∞
少
同
唱
。
品
U開
-HVDロ
HHMqmsw
戸
E
C
H
f
s
g
r宮
CH仲間】ロ日仏角川

-m
ロ
h
E
m
g門
芯
ロ
仏
g
L
H
C
F
Z
品。

-
4
5
5
5。
2
ι
ロ

2guEup
問
。
HU-L山wop
司-町、吋
ωl叶
ω
ω
2
p

〈
川
明
)
例
イ
エ
リ
ネ
ツ
ク
の
所
論
(
絞
り
問
一
均
一
吋
)
の
要
約
。

1789年人権宣言研究序説付

-
人
権
宣
言
は
、
種
々
の
観
点
か
ら
消
極
・
積
極
「
正
反
対
」
の
評
価
を
さ
れ
て
い
る
が
、
「
法
律
史
上
の
意
義
」
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
検
討
さ
れ
て

い
な
い
。
人
権
宣
言
は
、
そ
の
時
ま
で
唯
自
然
法
学
に
の
み
知
ら
れ
て
い
た
国
家
に
対
す
る
国
民
の
権
利
の
観
念
を
「
完
全
に
成
文
法
規
」
に
よ
っ
て
表
明

し
、
そ
の
彫
響
の
も
と
に
欧
州
大
陸
諸
国
で
は
、
は
じ
め
て
「
個
人
の
公
権
」
に
つ
い
て
の
思
想
を
展
開
し
え
た
。
こ
の
人
権
宣
言
が
い
か
に
成
立
し
た
か

は
、
憲
法
史
上
、
ま
た
「
近
代
国
家
の
発
達
お
よ
び
国
家
が
個
人
に
与
う
る
所
の
地
位
を
理
解
す
る
上
で
重
要
」
な
問
題
で
あ
る
o

通
説
は
、
そ
の
「
淵
源
」

に
つ
き
ル
ソ

l
の
社
会
契
約
論
が
人
権
宣
言
の
「
動
機
」
を
な
し
、
北
米
独
立
宣
言
を
「
模
範
」
と
し
た
と
し
て
い
る
が
、
当
否
い
か
ん
。

2

p
，
ジ
ャ
ネ

l
は
、
人
権
宣
言
自
身
は
「
ル
ソ

l
の
思
想
に
基
づ
く
国
家
契
約
の
表
現
で
あ
り
、
個
々
の
権
利
は
そ
の
契
約
款
及
び
条
件
」
だ
と
し

て
い
る
が
ハ
イ
エ
リ
ネ
ッ
ク
の
引
用
す
る
ジ
ャ
ネ
!
の
叙
述
中
、
「
自
然
権
の
目
録
は
ル
ソ
!
と
同
様
ヴ
オ
ル
テ
ー
ル
お
よ
び
そ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
諸
理
念
を

と
も
に
作
成
し
た
己
と
い
う
部
分
を
中
略
し
て
い
る
。

d
p
M
V
V
詰
F

E凹
笠
宮
内
同
O
E
R
E
M
n何
回
豆
町
五
回
。
仕
ロ
あ
回

g
H阻害
C
E
里
-
2
V
B
O
E
r
-
忠門戸・

FN-

予
怠
y
o
h・己
bv出
口
・
|
筆
者
註
〉
、
俗
論
で
あ
る
。
ル
ソ
l
は
社
会
契
約
論
に
お
い
て
、
「
個
人
の
総
て
の
権
利
を
全
然
社
会
に
譲
渡
」
す
る
こ
と
を
説
き
、
人

類
が
社
会
を
構
成
後
も
本
来
的
権
利
を
保
有
し
、
「
主
権
に
対
す
る
法
律
上
の
制
限
を
為
す
と
い
う
思
想
を
明
に
排
斥
し
て
お
る
」
o

し
た
が
っ
て
「
国
家
と

個
人
主
の
聞
に
永
久
的
の
限
界
を
劃
し
、
立
法
者
を
し
て
(
そ
れ
を
)
遵
守
せ
し
め
よ
う
と
す
る
」

λ
権
宣
言
の
主
義
と
、
「
正
反
対
の
地
位
に
立
つ
」
。
社

会
爽
約
論
が
「
宣
言
中
の
一
一
一
一
一
の
条
項
に
は
暗
黙
の
中
に
或
る
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
、
宣
言
の
思
想
そ
れ
自
身
は
、
別
の
淵
源
」
を
も
っ
。

カ

イ

エ

3

権
利
宣
言
の
思
想
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
等
族
会
議
招
集
以
前
、
お
よ
び
そ
れ
に
提
出
さ
れ
た
請
願
書
中
に
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
る
。
し
か
し
国

民
議
会
に
最
初
に
-
提
案
し
た
の
は
、
ヲ
ブ
ア
イ
エ
ツ
ト
で
あ
り
、
そ
の
提
議
の
動
機
を
、
通
説
は
北
米
独
立
宣
言
に
帰
し
て
い
る
が
、
正
し
く
な
い
。
彼
の

北法 14(3・ャ189)523 



説

「
日
誌
」
(
震

B
0
7
8
3宮
白
骨

5
2
2
5田口止
Z
F札
口

E
E
i
F
E
r
-
5
E
8
5
p・
5・
怠
令
)
に
よ
っ
て
、
彼
の
提
案
の

淵
源
が
ヴ
ア
ジ
-
一
ア
お
よ
び
そ
の
他
の
ア
メ
リ
カ
各
州
の
権
利
宣
言
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
疑
う
べ
く
も
な
い
。
彼
の
草
案
を
ふ
く
め
た
二
一
種
の
草
案
お
よ
び

績
願
書
で
す
ら
、
皆
ア
メ
リ
カ
諸
一
州
の
権
利
宣
言
の
影
響
下
に
、
多
か
れ
少
な
か
れ
そ
の
思
想
に
倣
っ
た
も
の
で
な
い
も
の
は
な
い
。
当
時
、
ア
メ
リ
カ
諸
州

の
憲
法
は
、
広
く
フ
ラ
ン
ス
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
新
た
に
付
加
さ
れ
た
の
は
、
「
た
だ
一
般
的
の
理
論
的
の
説
明
か
、
又
は
政
治
的
心
理
の
区
域

に
属
す
る
解
説
」
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
こ
と
を
、
八
月
二

O
日
か
ら
二
十
六
日
に
い
た
る
議
会
で
の
論
戦
の
末
決
議
さ
れ
た
(
〉
-

M

V

・
〈
H
H
F

司
・
怠
ヤ
怠
@
)

宣
言
に
観
察
を
限
っ
て
述
べ
る
。

4
1
5

北
米
独
立
後
、
ヴ
ア
ジ
ニ
ア
が
一
七
七
六
年
一
最
初
の
州
新
憲
法
を
制
定
、
権
利
宣
言
を
明
文
で
規
定
し
て
以
来
、
一
七
八
九
年
ま
で
に
、
他
の
六

州
憲
法
が
そ
れ
に
な
ら
っ
た
。
そ
の
誇
宣
言
中
、
フ
ラ
ン
ス
の
人
権
宣
言
の
条
項
に
「
近
似
し
て
い
る
も
の
を
択
」
び
、
「
相
対
照
」
し
て
み
よ
う
。
そ
し
て
、

グ
ア
ジ
ニ
ア
、
マ
+
チ
払

I
セ
ッ
ッ
、
メ
リ

l
ラ
ン
ド
、
北
カ
ロ
ラ
イ
ナ
、
ユ
ュ

l

・
ハ
ン
プ
シ
ャ

l
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ア
ユ
ア
、
ヴ
ァ

l
モ
ン
ト
権
利
宣
言
の

若
千
の
条
項
を
選
択
し
、
人
権
宣
言
と
対
比
(
省
略
)
。

6

右
の
比
較
の
結
果
、
抽
象
的
な
主
義
の
列
記
・
全
体
の
語
調
の
近
似
が
み
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
「
ア
メ
リ
カ
の
思
想
を
採
用
」
し
た
だ
け
で
な
く
、

「
形
式
を
も
継
受
」
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
宣
言
が
新
た
に
加
え
た
の
は
、
主
と
し
て
四
条
な
い
し
六
条
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
自
由
お
よ
び
法
律

に
つ
い
て
の
「
何
の
意
味
も
無
い
無
用
の
定
義
に
過
ぎ
ぬ
」
。
そ
の
他
四
・
六
・
一
一
一
一
条
に
、
法
の
前
の
平
等
を
強
調
し
て
い
る
が
、
ア
メ
り
カ
人
に
と
っ
て

は
社
会
的
関
係
と
民
主
的
制
度
上
自
明
の
事
で
あ
っ
て
、
折
に
ふ
れ
述
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
の
こ
と
だ
。
フ
ラ
ン
ス
の
宣
言
の
こ
の
部
分
に
は
、
社
会
契
約
論

の
影
響
を
認
め
え
よ
う
が
、
ア
メ
リ
カ
の
章
典
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
創
設
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
人
は
既
存
の
基
礎
の
上
に
、
一
展
開
を
加
え
た

の
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
人
権
宣
言
に
よ
り
国
家
の
基
礎
を
恨
底
よ
り
覆
へ
し
、
擾
乱
の
原
因
を
つ
く
っ
た
。
「
外
国
制
度
の
軽
卒
な
継
受
の
危
険
性
」
を

示
す
一
例
で
あ
る

で
は
ア
メ
り
カ
の
権
利
章
典
立
法
の
細
川
源
い
か
ん
。
イ
ギ
リ
ス
の
マ
グ
ナ
カ
ル
タ
か
ら
権
利
章
典
に
至
る
法
律
が
重
要
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
が
、
両
者
聞
に
は
著
る
し
い
相
違
が
あ
る
。
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
は
、
歴
史
的
・
復
旧
的
で
あ
り
、
既
存
の
臣
民
の
権
利
を
確
認
し
、
解
釈
し
た
も

の
に
す
ぎ
ず
国
会
の
万
能
を
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
宣
言
は
、
人
類
生
存
の
恒
久
法
の
名
に
お
い
て
、
圧
制
に
反
抗
し
、

普
通
の
立
法
権
者
の
上
に
立
つ
法
則
を
含
み
、
そ
れ
に
違
反
す
る
法
律
の
適
用
を
裁
判
官
は
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
イ
ギ
り
ス
流
の
臣
民
権
の
見
解
は
、

中
世
に
お
け
る
ゲ
ル
マ
ン
の
二
元
的
国
家
観
|
|
国
家
を
も
っ
て
君
主
と
国
民
の
聞
の
双
方
的
契
約
関
係
と
み
な
寸
ー
ー
に
も
と
づ
き
、
王
権
に
対
す
る
法
律

上
の
制
限
が
国
民
の
権
利
だ
と
解
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
由
権
と
は
単
に
法
の
支
配
に
ほ
か
な
ら
ず
、
主
観
の
法
(
権
利
)
で
な
〈
、
客
観
の
法
(
法
規
)
で

論

北法 14(3・4ー140)ち24
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あ
る
。
ロ
ず
夕
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
の
自
然
法
的
見
解
す
ら
、
こ
の
旧
来
の
見
解
と
密
接
し
た
イ
ギ
リ
ス
臣
民
権
を
問
題
に
し
て
い
る
。
之
に
反
し
て
ア
メ

リ
カ
の
宣
言
は
、
権
利
の
数
が
多
い
の
み
な
ら
ず
、
天
賦
・
不
可
穣
の
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
法
か
ら
で
は
な
く
、
当
時
の
自
然
法
的
学
説
が

ア
メ
リ
カ
の
歴
史
的
・
社
会
的
事
情
の
土
台
の
上
に
実
際
的
効
果
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

7

一
六
世
紀
末
に
イ
ギ
リ
ス
の
プ
ヲ
ウ

γ
派
が
、
オ
ラ
ン
ダ
に
亡
命
し
て
コ
ン
グ
レ
ゲ

l
シ
ョ
ン
派
と
な
り
、
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
デ
ベ
ン
デ

γ
ト
派

と
な
る
。
そ
し
て
、
宗
教
の
領
減
に
お
け
る
主
権
的
個
人
主
義
の
主
張
を
政
治
の
領
域
に
及
ぼ
し
、
社
会
契
約
の
運
動
と
な
り
、
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
の
時
代
に
、

信
教
の
自
由
を
生
れ
な
が
ら
の
権
利
と
し
法
律
を
も
っ
て
も
侵
し
え
な
い
と
す
る
憲
法
案
|
|
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
最
初
に
し
て
最
後
の
ー
ー
ー
が
提
出
さ
れ

た。
北
米
に
お
い
て
は
、
コ

γ
グ
レ
ゲ

l
ショ

γ
派
の
ピ
ル
グ
リ
ム
・
フ
ァ

l
ザ

l
ス
が
、
一
六
二

O
年
メ

l
フ
ラ
ワ
ー
上
で
契
約
を
締
結
、
一
六
三
六
年

R
・

ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
は
絶
対
の
信
教
の
自
由
を
要
求
し
て
プ
ロ
ヴ
ィ
デ

γ
ス
市
を
建
設
す
る
等
、
歴
史
的
事
情
の
カ
に
よ
り
国
家
契
約
お
よ
び
国
民
主
権
の
思
想
が

自
明
の
理
と
し
て
確
立
し
、
ま
た
、
信
教
の
自
由
が
L

六
六
三
年
に
ロ

l
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
及
び
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
に
与
え
ら
れ
た
王
の
特
許
状
に
よ
り
法
律

上
公
認
さ
れ
て
以
来
、
普
く
憲
法
上
の
承
認
を
え
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
与
え
た
も
の
は
国
家
で
は
な
く
神
の
福
音
と
さ
れ
た
。
法
律
に
よ
り
天
賦
人
権
を

確
認
す
る
思
想
は
「
政
治
上
で
は
な
く
、
宗
教
上
の
淵
源
」
を
も
ち
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
な
く
、
「
宗
教
革
命
及
び
そ
の
争
闘
の
産
物
」
で
あ
り
、
最
初
の
伝

教
者
は
、
ラ
フ
ア
イ
エ
ッ
ト
で
な
く
、

R
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
で
あ
る
。

8

一
八
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
人
の
政
治
思
想
に
は
、
ロ
ッ
夕
、
プ
フ
エ
ン
ド
ル
フ
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
影
響
を
与
え
て
い
た
が
、
ロ
ッ
ク
の
思
想
は
客
観

的
法
か
ら
変
じ
て
「
主
観
的
権
利
」
と
さ
れ
、
信
教
の
自
由
そ
の
他
の
個
人
権
お
よ
び
「
教
会
契
約
の
思
想
」
に
遡
る
国
家
観
に
も
と
づ
い
て
、
憲
法
上
の
規
定

が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
権
利
宣
言
は
、
事
実
上
の
法
律
状
態
を
一
般
的
な
法
文
に
表
わ
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
人
権
宣
言
は
未
だ
有
た
な
い
と

こ
ろ
の
新
制
度
を
与
え
ん
と
欲
し
た
。

結
論
と
し
て
、
一
七
八
九
年
の
主
義
は
、
一
七
七
六
年
の
主
義
に
外
な
ら
ぬ
こ
と
疑
の
余
地
が
な
い
。

9

な
お
、
個
人
の
天
賦
の
権
利
お
よ
び
国
家
契
約
の
思
想
が
、
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
そ
の
植
民
地
で
展
開
を
み
た
理
由
は
、
国
家
活
動
に
「
限
界
」
あ
り
と

す
る
ゲ
ル
マ
ン
の
法
律
思
想
が
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
自
然
法
学
説
と
結
び
つ
い
た
こ
と
に
よ
る
。
個
人
の
自
由
は
、
「
国
家
の
自
己
制
限
」
に
よ
り
支
配
の
及

ば
な
い
余
地
を
劃
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
承
認
」
さ
れ
て
い
る
残
さ
れ
た
「
状
態
」
で
あ
る
o

自
然
法
説
の
誤
り
は
、
こ
の
事
実
上
の
状
態
を
権
利
と
解
し
、

そ
の
権
利
を
国
家
以
上
の
、
国
家
を
建
設
し
制
限
す
る
カ
と
み
な
し
た
こ
と
に
あ
る
。

制
プ
1

ト
ミ
イ
の
反
論
(
雌
)
の
要
約
。

北法 14(3・4-141)525



説

イ
エ
り
ネ
ッ
ク
が
、
「
一
八
世
紀
末
棄
の
ラ
テ
ン
精
神
の
最
も
輝
や
か
し
い
開
花
を
、
ド
イ
ツ
的
起
源
に
遡
ら
せ
よ
う
と
い
っ
た
欲
求
」
に
従
っ
た
の

フ
ォ
ン
デ

で
は
な
い
か
と
い
っ
た
遠
い
動
機
に
つ
い
て
は
全
く
詮
索
し
な
い
o

彼
の
結
論
中
で
根
拠
あ
り
と
認
め
う
る
こ
と
の
す
べ
て
は
、
「
殆
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
諸
州
憲
法
と
い
う
よ
り
は
、
ア
メ
リ
カ
の
例
お
よ
び
そ
の
独
立
宣
言
が
、
人
間
と
市
民
の
諸
権
利
を
一
つ
の
テ
キ
ス
ト
に
集
め
、
ま
た
そ
れ
を
憲
法
の
冒

頭
に
掲
げ
る
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
に
な
に
が
し
か
の
影
響
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
」

o

そ
れ
以
外
の
す
べ
て
の
主
張
の
ろ
ち
、
「
事
実

と
テ
キ
ス
ト
に
対
す
る
健
全
な
見
解
と
合
致
す
る
よ
う
な
も
の
は
何
も
な
く
」
、
す
べ
て
は
ひ
と
し
く
反
論
を
要
す
る
。

2

イ
エ
リ
ネ
ッ
ク
の
第
一
の
主
張
は
、
ル
ソ
!
の
社
会
契
約
論
の
原
則
は
権
利
宣
言
の
思
想
と
「
絶
対
的
に
矛
盾
」
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
う
い
っ

た
単
純
な
割
り
切
り
方
は
、
彼
に
よ
っ
て
し
か
ル
ソ
ー
を
知
ら
な
い
も
の
に
と
っ
て
だ
け
反
論
の
余
地
の
な
い
も
の
だ
。
こ
れ
に
対
し
二
つ
答
え
よ
う
。
一
つ

マ
タ

M
V
1
ム

は
、
「
ル
ソ
l
の
哲
学
お
よ
び
社
会
契
約
論
の
主
張
は
宣
言
の
相
当
な
部
分

(rcロ
5
3
5
S
の
条
項
に
非
常
に
影
響
を
与
え
た
だ
ろ
う
」
こ
と
で
あ
り
、
第

二
に
、
宣
言
は
、
契
約
論
が
よ
っ
て
た
つ
原
則
と
「
決
し
て
あ
か
ら
さ
ま
な
直
接
の
矛
盾
は
な
い
」
、
と
い
う
こ
と
だ
。
社
会
契
約
論
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
国
家
に

対
す
る
個
人
の
「
完
全
な
移
譲
」
の
行
為
と
、
個
人
が
平
等
な
権
利
を
享
受
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
国
家
が
個
人
に
「
復
権
」
す
る
行
為
と
い
う
、
二
つ
の

側
面
の
行
為
関
係
で
成
立
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
次
の
よ
う
な
極
め
て
重
要
な
点
を
理
解
で
き
る
。
第
一
に
「
・
あ
ら
ゆ
る
市
民
の
権
利
の
平
等
」
、
第
二
に

「
法
律
は
市
民
間
の
平
等
な
権
利
を
維
持
す
る
必
要
性
に
の
み
基
づ
か
ね
ば
な
ら
以
」
、
第
三
に
「
法
律
は
一
般
的
で
し
か
あ
り
え
な
い
」
。
し
た
が
っ
て
、

そ
の
原
則
か
ら
い
っ
て
す
で
に
、
主
権
者
の
慾
意
の
そ
と
に
「
確
立
し
固
定
し
た
あ
る
も
の
」

E
d
o
-
A
S
n
g由
o
p
bい認

2
L・
RHze
が
在
り
、
こ
の

「
あ
る
も
の
」
が
権
利
宣
言
の
主
題
と
な
る
の
だ
。
し
か
も
宣
言
を
よ
り
個
別
的
条
項
に
つ
い
て
注
意
深
く
検
討
す
れ
ば
、
殆
ん
ど
す
べ
て
が
お
の
三
基
本
撲

の
必
然
的
帰
結
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
ル
ソ
ー
に
よ
れ
ば
、
主
権
者
は
人
民
に
ほ
か
な
ら
ず
、
主
権
者
は
ち
ょ
う
ど
神
の
よ
う
に
悪
を
欲
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
権
利
宣
言
は
、
主
権
者
た
る
人
民
が
確
立
す
る
自
ら
の
「
本
質
の
限
定
」

(
}
E
F
a
r
m
g
o目指
RO)
で
あ
っ
て
そ
の
「
慾
意
の
限
界
」
で

は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
権
利
宣
言
が
「
全
部
的
に
ま
た
部
分
的
に
」
社
会
契
約
論
に
影
響
さ
れ
た
こ
よ
ほ
、
な
ん
ら
の
矛
盾
で
は
な
い
。
ル
ソ
l
自
身
「
自
由

を
放
棄
す
る
こ
と
は
、
人
聞
の
資
格
・
人
間
性
十
の
権
利
そ
し
て
自
ら
の
義
務
を
す
ら
放
棄
す
る
こ
と
だ
・
:
」
と
い
っ
て
い
る
。
ル
ソ

l
の
偉
大
な
著
作
が
ヴ
オ

ル
テ
ー
ル
や
ロ
ッ
ク
等
の
天
才
的
巨
人
の
そ
れ
と
同
様
、
前
後
矛
盾
し
た
内
容
を
も
た
な
い
で
は
な
い
が
、
彼
ら
は
「
色
彩
の
変
化
す
る
燈
台
」
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
て
、
「
そ
の
光
り
は
、
一
世
紀
全
体
の
漠
然
と
し
て
は
い
る
が
輝
や
か
し
い
偉
彩
を
組
立
て
る
た
め
に
拡
が
り
混
ざ
り
あ
う
」
の
だ
。
そ
し
て
、
人

ユ
M
J

ヌ
・
コ

1
X
・
ア
ン
ヂ
イ
グ
イ
9
1
プ
ル

権
宣
言
は
後
述
す
る
よ
う
に
「
分
解
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
一
つ
の
原
因
」
す
な
わ
ち
「
一
八
世
紀
的
精
神
の
大
運
動
」
の
結
果
な
の
で
あ
る
。

3

イ
エ
リ
ネ
ッ
ク
が
慎
重
に
一
七
七
六
年
独
立
宣
言
や
憲
法
修
正
条
項
が
人
権
宣
言
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
は
そ
の
と
お
り

だ
が
、
諸
州
の
権
利
宣
言
を
主
要
な
源
泉
だ
と
し
た
こ
と
は
、
検
討
を
要
す
る
。
ま
ず
イ
エ
り
不
ツ
ク
が
引
用
し
て
い
る
若
干
の
「
間
接
的
証
拠
」
に
つ
い

1 

論
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て
、
-
七
八
九
年
七
月
一
一
日
に
ラ
フ
ア
イ
エ
ッ
ト
が
最
初
に
「
モ
デ
ル
」
草
案
を
提
起
じ
た
時
、
当
然
彼
の
記
憶
に
生
々
し
か
っ
た
は
ず
の
ア
メ
リ
カ
の
権

利
章
典
に
つ
い
て
な
ん
ら
メ

γ
シ
ョ

γ
し
て
い
な
い
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。
そ
こ
で
イ
エ
リ
ネ
ッ
ク
は
、
時
期
的
に
這
か
あ
と
に
書
い
た
メ
モ
ワ

l
ル
の
中

ア
プ
レ
・
ク
ー

で
言
及
し
て
い
る
の
を
見
づ
け
出
し
て
、
立
論
の
基
礎
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ヴ
ア
ジ
ニ
ア
宣
言
と
の
関
係
づ
け
は
、
「
明
ら
か
に
事
後
的
に
発
見
さ
れ
、

ル
ト
-
士
一

記
憶
に
と
ど
め
た
」
も
の
で
あ
る
(
イ
エ
リ
ネ
ツ
グ
は
こ
の
ほ
か
、
一
七
八
九
年
七
月
二
十
七
日
の
議
会
提
出
の
ボ
ル
ド
ー
大
司
教
・
ツ
ャ

γ
ピ
オ

γ
・
ド
・

シ
セ
の
報
告
を
引
用
で
き
た
で
も
あ
ろ
う
が
。
し
か
し
こ
の
司
教
は
、
「
ア
メ
リ
カ
一
般
」
を
問
題
と
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
州
憲
法
に
は
何
ら
言
及
し
て
い

な
い
。
他
の
少
数
の
発
言
者
が
合
衆
国
を
諮
る
場
合
、
問
題
に
し
て
い
る
の
は
一
七
七
六
年
の
独
立
宣
言
の
精
神
で
あ
る
。
そ
の
他
マ
ル
エ
は
、
ア
メ
リ
カ
人

民
と
フ
ラ
ン
ス
人
民
と
の
深
刻
な
相
遣
を
述
べ
、
権
利
宣
言
を
無
用
か
つ
危
険
と
結
論
し
た
)
。
ィ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
は
ま
た
二
七
八
九
年
の
二
つ
の
請
願
書
に
言

及
し
て
い
る
が
お
請
願
書
は
な
ん
ら
ア
メ
リ
カ
の
権
利
章
典
に
ふ
れ
て
い
な
い
。
一
二
種
の
草
案
を
め
ぐ
る
長
い
討
論
過
程
中
、
ヴ
7

・
シ
ニ
ア
憲
法
は
「
た
だ
の

}
閏
匂
し
か
も
「
極
め
て
短
か
く
」
引
用
さ
れ
た
す
ぎ
な
い
。
殆
ん
ど
ず
べ
て
の
議
論
は
、
自
由
と
平
等
そ
し
て
ル
ソ

l
的
政
治
団
体
の
観
念
の
分
析
に
、
つ
い

や
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
勺
い
て
諮
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
制
憲
議
員
の
思
惟
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
州
憲
法
が
遁
か
に
遠
い
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
が
‘

ル
ソ
ー
の
名
が
引
合
に
出
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
彼
の
思
想
が
多
数
議
員
の
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
な
お
、
ィ
ェ
リ
ネ

ッ
ク
は
、
独
立
宣
言
に
比
べ
て
、
人
権
宣
言
が
「
あ
い
ま
い
な
駄
弁
で
教
条
主
義
」
だ
と
い
っ
て
い
る
が
、
奇
妙
な
評
価
だ
。
人
権
宣
言
の
「
簡
潔
性
と
短
か

，F
1
プ

ル

サ

シ

プ

ル

ネ

W
V拾
1

グ
イ
プ
ヲ
ン

さ
」
を
難
が
否
定
し
え
よ
う
。
そ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
ル
ソ
l
の
そ
れ
に
岨
相
応
し
い
、
「
無
駄
な
く
平
易
で
繊
細
で
鋭
敏
な
」
も
の
だ
。

次
い
で
「
直
接
的
証
拠
」
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
イ
エ
リ
ネ
ッ
ク
は
、
プ
ヲ

γ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
テ
キ
ス
ト
を
た
だ
な
ら
べ
て
、
両
者
が
極
め
て
似
て
い
る

と
い
雪
。
し
か
し
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
多
い
。
第
一
に
、
ぞ
こ
で
は
七
・
八
箇
の
ア
メ
ロ
カ
の
テ
キ
ス
ト
を
バ
ラ
バ
ラ
に
切
断
し
て
、
人
権
宣

言
に
近
い
も
の
だ
け
を
と
り
出
し
、
遣
い
も
の
を
無
視
し
て
い
る
。
こ
の
操
作
は
重
大
な
誤
り
の
原
闘
を
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
正
し
い
比
較
は
、
「
憲

法
の
各
々
を
そ
の
全
体
に
お
い
て
順
次
に
い
な
す
べ
き
で
、
そ
う
す
れ
ば
両
者
の
類
似
性
は
「
一

O
な
い
し
五
パ

l
セ
γ
ト
に
減
少
」
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

第
二
に
、
ア
メ
リ
カ
の
宣
言
の
淵
源
が
イ
ギ
リ
ス
の
コ
モ
ン
ロ
ー
お
よ
び
一
諸
権
利
宣
言
に
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
が
、
後
者
の
原
則
は
な
に
も
ア
メ
リ
カ

に
渡
っ
て
欧
州
に
も
ど
っ
て
く
る
こ
と
を
葵
せ
ず
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
「
宣
接
い
人
権
宣
言
に
、
ま
た
宣
言
が
養
分
を
吸
い
上
げ
た
一
八
世
紀
の
「
共
通
の
土

台
」

Q
自
伝

mggg)
に
は
た
ら
き
か
け
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
第
三
に
、
且
ツ
夕
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
、
ヴ
オ
ル
テ
ー
ル
、
ル
ソ
ー
に
よ
っ
て
養
な

わ
れ
た
一
八
世
紀
の
共
通
の
土
台
は
、
ア
J
F

リ
カ
植
民
地
を
ふ
く
め
た
す
べ
て
の
文
明
世
界
に
及
び
、
人
々
の
心
に
匿
名
の
形
で
参
透
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ

ν
1
r
h
w
 

の
時
代
の
精
神
と
し
て
、
「
抽
象
的
な
マ
ギ

γ
ム
」
を
「
一
般
的
な
フ
レ
ー
ズ
」
で
表
現
す
る
こ
と
は
、
あ
た
か
も
「
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
」
の
よ
う
に
、
通
則
な

宅

1

V

ピ

ユ

h
r

し
流
行
だ
っ
た
の
だ
。
第
四
に
、
ア
J
H
9
4
J

の
宣
言
と
フ
ラ
ン
ス
の
そ
れ
を
「
絶
対
的
に
分
つ
」
と
こ
ろ
の
原
因
は
、
夫
々
の
「
目
的
」
の
相
違
で
あ
る
。
前
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続

者
は
、
我
判
所
に
お
い
て
静
訟
手
続
を
通
じ
て
採
用
で
き
る
法
律
的
主
張
な
い
し
手
段
を
備
え
る
三
と
に
専
念
し
た
の
に
対
し
、
後
者
は
、
真
理
の
入
閣
に
対

す
る
安
田
脚
力
一
院
よ
う
て
の
み
効
力
の
あ
る
鎗
弁
な
文
書
を
つ
く
り
、
世
界
を
教
育
す
る
こ
と
に
重
点
が
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
法
律
家
と
哲
学
者
の
「
語
調
と
意

団
』
の
相
違
が
生
れ
た
の
だ
。
結
局
、
こ
の
荷
者
程
「
よ
り
非
類
似
的
文
書
」
は
な
い
。

4

イ
且

H
ネ
ッ
ク
が
対
照
し
た
条
項
を
逐
一
注
意
深
く
検
討
す
れ
ば
。

ラ

ン

一
条
。
平
等
を
自
由
と
同
位
に
お
い
て
強
調
、
平
等
は
法
の
前
の
乎
等
の
意
。
「
社
会
的
差
別
」
と
は
、
平
等
の
例
外
お
よ
び
侵
害
と
し
て
の
「
位
階
」
お
よ

ク

ヲ

ス

び
、
「
階
級
」
を
き
し
て
い
る
。
と
ζ

る
が
ア
メ
リ
カ
の
章
典
で
は
、
「
平
等
」
は
副
詞
で
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、
自
由
と
独
立
と
の
コ
ロ
予
uv
イ

ヱ
屯
リ
ユ
メ
ン
ツ

で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
基
本
的
条
件
の
結
果
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
「
独
占
的
又
は
特
殊
の
利
益
又
は
特
権
」
と
は
、
公
職
の
付
随
事
項
で
、
「
祉
会
的

議
別
」
と
は
全
く
違
う
。
両
者
間
に
同
じ
観
念
は
全
く
な
い
。

二
条
0

・
人
権
宣
言
は
、
ア
メ
ロ
カ
の
章
典
主
同
じ
権
利
を
挙
げ
て
い
る
が
、
語
調
が
「
無
駄
な
く
、
明
快
、
簡
潔
、
命
令
的
」
で
あ
り
、
ま
た
「
き
び
し
い
]

言
葉
を
使
用

L
℃
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
後
者
の
ス
タ
イ
ル
は
「
冗
慢
」
な
法
律
家
の
文
体
で
、
し
か
も
多
か
れ
少
な
か
れ
「
ゼ
ン
キ
メ
ン
タ
ル
」
な
性
格
を

も
っ
〈
生
命
の
専
受
、
幸
福
の
追
求
)
。
さ
ら
に
本
条
が
ア
メ
リ
カ
に
起
源
を
も
っ
ニ
と
を
疑
が
わ

L
め
る
決
定
的
な
理
由
は
、
ブ
号
ツ
ク
ス
ト
ー
ン
が
絶
対

化
し
た
自
由
・
財
産
・
安
全
は
、
ア
メ

H
カ
の
仲
介
を
要
せ
ず
、
直
接
フ
ラ
ン
ス
の
制
憲
議
員
に
影
響
し
た
と
推
定
さ
れ
、
そ
れ
に
反
す
る
論
理
的
必
要
性
も

事
実
の
証
拠
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

一
二
条
。
哲
学
者
と
法
律
家
の
対
立
を
ほ
う
‘
ぎ
り
示
す
。
「
主
権
」
と
い
う
本
質
的
に
形
而
上
学
的
用
語
応
対
し
、
「
権
力
」
と
い
う
よ
り
感
得
し
や
す
い
語

の
対
称
。
人
権
宜
嘗
の
本
粂
後
段
は
、
貴
族
、
僧
傷
、
職
人
組
合
、
高
等
法
院
の
身
分
が
存
続
な
い
し
一
焼
却
し
た
ば
か
り
の
状
態
に
お
け
る
閤
民
が
、
彼
ら
の

梅
力
へ
の
復
帰
の
一
遣
を
閉
す
意
図
を
示
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
同
様
の
ニ
と
は
何
も
な
い
。
一

四
条
。
全
条
例
柚
栓
会
契
約
論
の
叫
J

感
覚
」
「
純
ル
ツ
ー
の
も
の
」
を
認
め
う
る
。
そ
の
内
容
と
形
式
に
お
い
て
、
本
質
的
に
フ
ラ
ン
ス
に
起
源
あ
り
。
第
一

に
、
各
人
の
自
虐
の
鴫
隣
国
冊
。
第
二
院
、
あ
ら
ゆ
る
偶
人
が
囲
内
じ
権
利
を
行
使
。
第
三
に
、
自
由
は
法
律
に
よ
っ
て
の
み
規
制
さ
れ
う
る
。

ζ

の
一
』
一
点
は
、
一
つ

も
7
4
F
F
煮
の
テ
キ
ス
ト
v
h

・
な
い
。
完
全
広
フ
ラ
ン
ス
の
独
創
だ
。

一
五
条
。
そ
の
三
つ
の
観
念
は
、
一
つ
も
ア
メ
リ
カ
の
テ
キ
ス
ト
に
な
い
。
後
者
に
あ
る
の
は
、
救
済
の
法
的
手
段
、
イ
ギ
リ
ス
の
マ
グ
ナ
カ
ル
タ
図

O
条
の

ひ
き
う
っ
し
、
一
六
八
九
年
章
典
の
復
製
に
す
ぎ
ぬ
。

ムハ
A
R
。
四
つ
の
観
念
中
、
代
表
制
の
そ
れ
の
み
ア
メ
リ
カ
の
テ
キ
ス
ト
に
あ
る
。
他
の
三
点
|
法
律
は
一
般
意
志
の
表
現
た
る
べ
き
こ
と
、
す
べ
て
に
対
し

同
一
た
る
べ
き
ζ
と
、
あ
ら
ゆ
る
市
民
が
一
切
の
公
職
に
就
き
う
る
こ
と
|
の
苧
テ
ル
と
な
る
べ
き
片
鱗
す
ら
な
し
。
本
条
の
一
段
と
三
段
は
、
社
会
契
約
論

論
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か
ら
の
抽
出
よ
い
え
よ
う
。

七
条
。
司
法
的
保
障
の
重
要
な
遂
題
排
他
入
る
。
こ
の
保
障
は
す
ぐ
れ
て
イ
ギ
リ
ス
的
自
酌
て
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
は
ι

そ
の
発
明
者
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
め
法

的
格
律
を
文
字
通
り
復
製
し
た
に
す
ぎ
ぬ
。
人
権
宣
言
七
条
が
、
仮
に
モ
デ
ル
に
し
た
と
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
で
は
な
く
、
隣
国
イ
ギ
リ
ス
の
独
創
的
で
古

い
制
度
で
あ
ろ
う
が
、
実
は
そ
の
模
倣
の
痕
跡
す
ら
同
条
に
は
な
い
。
仏
米
両
宣
言
を
対
照
す
る
と
、
前
者
は
簡
略
(
合
法
的
お
よ
び
怒
意
的
逮
捕
と
い
う

表
現
)
だ
が
、
後
者
は
非
常
に
詳
細
だ
。
前
者
は
、
成
文
法
律
の
次
元
で
立
法
者
お
よ
び
哲
学
者
の
観
点
を
示
し
て
い
る
が
、
後
者
は
、
立
法
者
の
次
元
ま
で

上
昇
せ
ず
、
不
文
の
コ
モ
ン
・
ロ
!
と
裁
判
官
の
次
元
に
常
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

必
明
、
一
Y

チ
1
グ

八
条
。
ア
メ
ワ
カ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
大
憲
章
お
よ
び
機
利
章
典
の
復
製
。
仏
米
両
宣
言
の
、
法
律
の
扱
い
方
の
違
い
を
み
よ
。
前
者
は
「
積
緩
的
」
な
仕
方

ネ
ω
H
チ
1
グ

で
、
法
律
の
属
佐
と
交
法
を
問
題
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
教
育
の
た
め
の
原
則
を
表
示
す
る
が
、
後
者
は
、
「
消
極
的
」
に
、
法
律
が
極
端
な
い
し
甚
だ
し

く
悪
い
場
合
を
列
挙
し
て
、
最
高
裁
で
争
そ
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

九
品
無
・
丙
掌
雷
除
鶏
桜
健
全
〈
な
し
@

，、
l
L
w
-
V
Z
L
W
ク
ロ

7

、一

G
集
。
宗
教
を
魅
考
ず
る
錐
方
の
「
最
も
完
全
な
ヨ
シ
l
r
h
7
ス
ト
凶
が
あ
ち
わ
れ
て
い
る
e

人
権
宣
言
ば
、
極
め
て
愈
か
〈
も
意
見
の
自
由
の
「
治
安
庁
L
&

L
て
遊
べ

b
れ
て
い
る
o
f
F
F
カ
側
守
抽
出
、
多
重
合
長
い
。
ア
メ
り
芳
人
の
達
し
え
た
最
も
高
い
哲
学
ば
、
キ
リ
メ
ト
教
の
真
理
な
い

L
T種
の
自
然
宗
教

。
弁
一
語
一
識
に
存
ず
る
d

m
フ
ヲ
シ
久
の
向
時
代
め
哲
学
伐
宗
教
的
な
信
仰
の
柑
速
を
孟
え
る
は
る
か
な
高
ま
り
を
示
し
、
無
神
論
に
ま
で
は
翠
佐
伯
泌
が
場
誌
が
、

そ
の
合
漆
俺
を
時
づ
き
り
認
ぬ
た
e

歩
調
y
ν
d
A
A
V
曲
周
歯
で
晶
剤
取
の
な
い
格
俸
が
、
ア
d
F

リ
カ
人
の
抑
制
さ
れ
た
思
惟
の
重
苦

L
い
展
開
か
ら
出
て
嘗
た
な
ぎ
孟

は
、
い
秒
れ
め
な
い
こ
畠
だ
。

』
4

4

君
。
両
者
峰
、
内
魯
陸
お
い
て
陶
様
守
あ
る
が
‘
形
式
は
お
い
定
異
な
る
o
自
由
の
濫
府
え
対
す
る
責
任
は
、
人
権
宣
喜
一
一
日
の
み
が
い
う
。

A

A

」
品
用
。
日
「
絶
対
的
精
選
出
あ
り
。
人
権
宣
言
が
権
利
の
保
障
の
た
め
の
必
須
の
制
度
で
あ
る
公
的
武
カ
の
構
成
を
扱
う
て
い
る
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
。

盆
震
は
狼
立
宣
脅
か
ら
借
り
た
通
俗
的
糞
理
を
い
?
で
い
る
降
、
ず
ぎ
ぬ
。

二
Assi--銅
条
。
非
常
に
明
暗
憶
に
課
税
彪
か
ん
す
る
す
べ
て
を
規
定
。
ア
メ
リ
芳
の
テ
キ
ス
ト
は
、
一
世
聾
削
の
権
利
請
願
の
字
句
に
何
も
加
与
え
て
い
な
い
。

』
重

l
デ
セ
条
。
殆
ん
け
信
義
勅
め
~
条
め
み
が
、
両
宣
言
の
内
容
・
形
式
と
も
に
同
じ
。
一
七
条
の
公
の
利
益
の
た
め
の
収
用
の
問
題
も
ま
た
正
確
に
同
じ

で
あ
る
。

4

占
ハ
条
は
お
い
て
、

4
1致
治
学
十
の
最
も
重
要
な
公
理

ι
で
あ
る
権
力
分
立
の
そ
れ
が
や
一
ウ
と
出
て
く
る
0

フ
ラ
ン
ス
人
が
そ

γ
ス
キ
干
の
格
律
争
権

践
し
よ
ヲ
と
あ
ま
り
息
わ
な
か
う
た
レ
、
ま
し

τや
実
行
し
よ
う
と
も
じ
な
か
づ
た
こ
主
を
、

ζ

れ
程
よ
く
示
す
チ
キ
ス
卜
は
な
い
。
こ
れ
は
皮
し
ト
ア
メ
ロ

カ
で
は
と
の
深
い
真
理
を
ほ
?
き
り
裳
明

L
発
展
さ
せ
た
。
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論

イ
エ
リ
ネ
ッ
F
は
一
八
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
の
権
利
宣
言
の
最
初
の
ま
た
直
接
的
な
起
源
を
一
連
の
原
因
を
遡
っ
た
の
ち
宗
教
改
革
と
信
仰
の
自
由
に
見
一
唱

ω
戸

hu

出
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
コ
モ
ン
ロ
ー
の
権
利
が
そ
の
最
も
豊
か
な
源
泉
で
は
な
い
か
、
ま
た
一
八
世
紀
の
る
精
神
と
思
惟
様
式
の
普
遍
的
な
影
響
が
あ
っ
た
川
町
4
Eム

の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
点
は
権
威
と
尊
大
な
無
視
の
調
子
で
看
過
し
た
。
し
か
し
そ
の
議
論
は
「
首
尾
一
貫
せ
ず
」
と
り
わ
け
一
八
世
紀
を
素
通
り
す
る
↑qδ 

「

特

異

な

無

雑

作

さ

」

に

は

最

も

驚

ろ

か

さ

れ

る

。

川

臥

噌

E
ム

歴
史
的
事
実
を
再
構
成
す
れ
ば
、
宗
教
革
命
が
ひ
き
お
こ
し
た
の
は
信
仰
の
自
由
で
は
な
く
よ
り
深
遠
で
頑
固
な
信
仰
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
移
法-V
U
 

往
し
た
ピ
品

l
リ
タ
ン
達
は
、
他
の
宗
派
を
排
斥
す
る
恐
怖
政
治
を
布
い
た

O
R
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
は
そ
れ
ら
植
民
地
の
精
神
を
代
表
せ
ず
、
迫
害
さ
れ
た
例
オ

外
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
に
ア
メ
リ
カ
の
殆
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
確
立
し
て
き
た
の
は
信
仰
の
自
由
で
な
く
つ
寛
容
」
と
い
う
非
常
に
異
っ
た
あ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
寛
容
は
、
各
グ
ル
ー
プ
が
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
宗
派
の
い
か
ん
を
と
わ
ず
多
く
の
住
民
を
集
め
る
必
要
か
ら
生
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

「
一
八
世
紀
の
精
神
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
認
識
と
一
信
仰
に
先
行
す
る
方
法
的
な
疑
惑
に
も
と
ず
い
て
、
一
切
の
宗
教
的
熱
狂
を
超
克
し
、
経
済
的
理
由
と
一
一
緒
に

な
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
宗
教
的
自
由
を
発
展
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
自
由
、
す
な
わ
ち
法
お
よ
び
税
の
前
の
平
等
お
よ
び
公
職
へ
の
平
等

な
機
会
、
そ
し
て
や
や
お
く
れ
て
で
あ
る
が
選
挙
の
自
由
は
、
王
朝
も
貴
族
も
な
い
非
常
に
恵
ま
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
社
会
環
境
の
な
か
で
、
宗
教
的
自
由
に
先
導

さ
れ
る
こ
と
を
要
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
利
は
同
じ
権
威
に
お
い
て
形
成
さ
れ
て
い
た
o

そ
れ
ら
権
利
が
相
と
も
に
成
熟
し
、
一
八
世
紀
の
精
神
が
ア
メ
リ
カ

人
に
働
き
か
け
て
権
利
章
典
を
憲
法
の
冒
頭
に
掲
げ
き
せ
た
の
だ
。
ま
た
集
会
・
結
社
・
出
版
・
司
法
的
の
自
由
は
共
和
制
と
い
う
国
の
性
格
の
ゆ
え
に
、
ア

メ
リ
カ
人
の
精
神
に
渉
透
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

説

5 

ミ
リ
ウ
l

6

思
想
家
の
天
才
が
す
べ
て
を
な
す
わ
け
で
は
な
い
。
社
会
的
環
境
が
そ
れ
に
伴
な
い
、
む
し
ろ
こ
の
環
境
が
殆
ん
ど
常
に
偉
大
な
精
神
を
方
向
づ
け
る

の
だ
。
だ
か
ら
、
ル
タ
ー
か
ら
一
世
紀
と
ん
で
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
に
、
さ
ら
に
一
世
紀
と
ん
で
ア
メ
リ
カ
の
権
和
章
典
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
宣
言
に
反
響
が
及

ん
だ
と
は
考
え
な
い
。
人
権
宣
言
の
起
源
と
し
て
は
、
「
一
切
の
伝
統
の
破
壊
者
で
あ
り
、
自
然
法
の
創
造
者
で
あ
る
一
八
世
紀
全
体
」
、
そ
の
「
一
世
紀
全

体
の
豊
か
さ
と
、
多
様
性
と
広
が
り
」
こ
そ
、
意
味
と
力
に
み
ち
た
結
論
と
し
て
そ
の
名
を
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

例
イ
エ
リ
ネ
ッ
ク
の
再
批
判
(
陥
)
の
要
約
。

ま
ず
探
究
の
目
標
が
も
っ
ぱ
ら
真
理
で
あ
っ
て
、
「
国
民
的
虚
栄
感
情
」
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
に
は
殆
ん
ど
関
心
が
な
い
と
断
言
で
き
る
。
ま
た
人
権

ポ
ヲ
シ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

宣
雪
一
一
回
の
起
源
は
ル
タ
l
に
遡
ら
せ
た
の
で
は
な
く
、
ヵ
ル
ヴ
ィ
ン
に
で
あ
る
o
致
命
的
な
の
は
、
プ
ト
ミ
ー
に
よ
る
私
の
説
の
要
約
が
、
「
最
重
要
点
」
を
逸
し
て

1 
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い
る
こ
と
だ
。
す
な
わ
ち
、
人
権
宣
言
の
固
有
の
価
値
や
外
国
に
及
ぼ
し
た
甚
大
な
影
響
力
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
プ
ト
ミ

イ
の
よ
う
に
「
哲
学
者
」
の
観
点
か
ら
で
な
く
、
一
貫
し
て
「
法
律
家
な
い
し
法
史
家
の
観
点
」
か
ら
、
「
特
殊
」
な
取
上
げ
方
を
し
た
こ
と
を
無
視
し
て
い

る
。
た
し
か
に
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
は
、
ル
ソ
ー
を
筆
頭
と
し
て
、
「
自
由
一
般
」
の
使
徒
で
あ
っ
た
が
、
「
個
別
的
諮
自
由
」
の
そ
れ
で
は
な
か
っ
た
の

だ
。
そ
し
て
ヴ
ア
ジ
ニ
ア
憲
法
以
前
に
、
プ
ラ

γ
ス
の
人
権
宣
言
が
明
文
で
規
定
し
た
よ
う
な
す
べ
て
の
個
別
的
自
由
を
要
求
し
た
哲
学
者
が
い
た
だ
ろ
う

か
。
フ
ラ
ン
ス
人
一
以
外
に
も
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
人
が
貢
献
し
た
一
八
世
紀
の
哲
学
的
思
想
の
開
花
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
権
利
宣
言
を
産
み
え

な
か
っ
た
の
だ
。
こ
の
個
別
的
自
由
の
立
法
化
に
よ
る
宣
言
こ
そ
、
ア
メ
リ
カ
の
諸
州
憲
法
な
く
し
て
は
実
現
を
み
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ア
メ
リ
カ
の
影
響
に
つ
い
て
O

K

F

ロ
FL-
国
臣
ぢ
町
。
司
D
町民』
s
r
z
M
N含
♀
E
5ロ
mg口
問
包
括

-
S
C
H
-
P
S
I
N
H
が
、
ア
メ
リ
カ
諸
憲
法
原
文
な
い

し
練
訳
が
ア
ラ

γ
ス
に
お
い
て
革
命
の
「
二

O
年
」
前
に
知
識
人
間
で
読
ま
れ
、
ヲ
フ
ア
イ
エ
ツ
ト
は
一
七
八
三
一
年
に
「
フ
ラ
ン
ス
の
権
利
宣
言
の
図
式
」
を
書
い

た
と
い
っ
て
い
る
叙
述
を
み
れ
ば
、
人
権
宣
言
採
択
時
に
ア
メ
リ
カ
の
資
料
は
す
べ
て
の
人
の
手
中
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ア
メ
リ
カ
の
章
典
が
議
場
で
援
用

さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
れ
ら
資
料
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
人
権
宣
言
が
独
立
宣
言
と
ち
が
っ
て
条
項
別
に
起
草
さ
れ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の

州
の
宣
言
に
な
ら
っ
た
こ
と
を
示
す
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ス
人
は
自
明
の
真
理
を
定
式
化
し
た
の
で
な
く
、
立
法
者
を
指
導
す
べ
き
諸
原
則
を
法
規
に
転
化
し
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
プ
ト
ミ
イ
は
人
権
宣
言
の
内
容
が
ア
メ
リ
カ
の
宣
言
の
そ
れ
と
全
く
異
っ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
一

O
条
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
フ
ラ

ン
ス
の
哲
学
は
、
ア
メ
ロ
カ
の
純
キ
リ
ス
ト
教
よ
り
漫
か
に
高
く
を
み
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
オ
ヲ

l
ル
に
よ
れ
ば
(
岳
・

2
・b
・
な
し
、
前
文
に
「
最
高
存

ヂ
イ
λ
ト

在
者
を
採
用
し
た
の
は
、
当
時
の
殆
ん
ど
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
理
神
論
者
で
あ
り
、
人
民
大
衆
が
敬
度
な
カ
ト
リ
ッ
ク
だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
僧
侶
の
協

カ
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
」
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
信
仰
の
自
由
を
明
規
し
な
か
っ
た
こ
と
が
非
カ
ト
リ
ッ
ク
の
礼
拝
を
禁
止
す
る
不
寛
容
の
芽
を
残

し
た
と
い
う
ミ
ヲ
ボ
ー
ら
の
批
判
が
あ
る
。
こ
れ
が
プ
ト
ミ

l
の
い
う
「
高
度
の
哲
学
的
意
義
」
を
も
っ
一

O
条
だ
し
、
同
じ
よ
う
な
仕
方
で
、
プ
ト
ミ
イ
の

両
宣
言
相
違
論
は
い
か
な
る
事
実
に
基
づ
く
も
の
で
も
な
い
。
ニ
ュ
ア

γ
ス
や
細
部
の
相
違
は
、
フ
ヲ

γ
ス
人
が
ア
メ
リ
カ
の
宣
言
を
盲
目
的
に
写
し
た
の
で

な
く
「
モ
デ
ル
」
と
し
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
以
上
当
然
で
あ
り
、
類
似
点
が
相
違
点
を
無
視
す
る
こ
と
を
許
す
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
問
題

だ
。
ロ
ッ

P
、
プ
ラ
ッ
F
ス
ト
ー
ン
、
モ

γ
テ
ス
キ
ュ
ー
、
ル
ソ
ー
が
人
権
宣
言
に
影
響
を
与
え
、
イ
ギ
リ
ス
法
が
ア
メ
リ
カ
を
仲
介
と
し
て
間
接
に
働
き
か

け
た
こ
と
は
、
述
べ
す
ぎ
た
ほ
ど
だ
と
思
う
。
し
か
し
フ
ラ

γ
ス
の
哲
学
や
ル
ソ

l
の
矛
盾
か
ら
浮
き
出
て
く
る
一
般
的
で
不
明
確
な
自
由
の
観
念
と
、
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
一
連
の
個
人
的
諸
自
由
の
精
力
的
で
明
確
な
確
認
は
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
、
そ
こ
に
本
質
的
問
題
点
と
し
て
の
「
実
際
的
な
大
進
歩
」
が
あ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
米
仏
両
宣
言
聞
の
細
部
の
相
違
と
は
全
く
別
の
重
要
な
類
似
性
を
示
す
の
だ
。
こ
の
点
私
が
誤
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ア
メ
り
カ
人
が

北法 14(3・4-147)531



説

完
全
は
知
ら
な
い
で
い
で
、
ヲ
ヲ
ン
、
ス
人
が
最
初
は
要
求
し
た
個

λ
的
権
利
が
一
つ
で
も
あ
る
だ
ろ
う
か
。
も
し
一
八
世
紀
の
精
神
だ
け
で
人
権
宣
言
が
創
作

で
き
た
と
占
が
証
曲
聞
き
お
丸
ば
、
私
ほ
屈
伏

L
よ
ラ
。

な
お
人
権
宣
言
の
政
治
的
お
よ
び
哲
挙
的
価
値
に
つ
い
て
、
す
l
耳

(
U
5
9
F
2
2告白
g
内
出
土
印
刷
イ
自
2

8
ロ
8
8宮
2
5・
E
岡
戸
弘
明
言

E
g
p
己
-

H
F
F
U
H

記
V

の
叙
述
に
よ
れ
ば
、
デ
ー
ト
ミ
イ
が
み
た
↓
八
世
紀
の
精
神
に
よ
る
と
こ
ろ
の
「
深
い
意
味
」
は
、
人
権
宣
言
に
少
し
も
見
出
さ
れ
な
い
。
『
つ
あ
い
ま

い
な
駄
弁
と
教
条
主
義
」
と
い
う
評
雪
に
対
す
る
批
判
は
、
私
に
で
な
く
テ
、
ヌ
に
向
け
ら
る
べ
き
だ
ろ
う
。

2
4
y
ト
ミ
イ
ほ
、
私
の
第
こ
の
命
題
|
|
ア
也
世
相
舶
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
人
が
初
め
て
人
間
の
一
般
的
権
利
の
思
想
を
形
づ
く
り
、
宗
教
的
自
由
の
宣
言

は
よ
守
て
実
一
行
に
う
つ
し
た

ιい
ラ
L
1
|
主
張
を
も
認
め
な
い
。
コ
モ

γ
p
l
や
イ
ギ
リ
ス
の
権
利
章
典
が
ア
メ
リ
カ
法
に
影
響
し
、
ア
メ
リ
カ
の
民
主
的
思

想
が
寧
し
、
ザ
八
世
紀
の
政
治
哲
学
理
論
が
重
奏
だ
守
た
こ
と
は
、
私
も
同
様
認
め
る
。
し
か
し
問
題
は
、
人
間
の
権
利
の
概
念
、
が
ど
こ
に
発
し
た
か
、
ど
の

時
期
隠
そ
れ
が
法
律
的
文
書
院
・
恐
喝
た
か
マ
あ
る
。
そ
れ
は
、
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
の
特
許
状
に
は
じ
め
て
あ
ら
わ
れ
た
の
だ
。
ブ
ト
ミ
イ
は
、
一
七
世
相
仙

の
特
静
決
主
刊
八
世
嗣
耐
の
権
利
章
典
の
関
に
い
か
な
る
つ
な
が
り
も
な
い
と
い
う
。
し
か
し
両
者
に
歴
史
的
な
連
鎖
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
蓋
然
性
が
あ
り
、

そ
の
断
絡
を
主
張
す
る
プ
K
V
3
4
と
母
そ
の
誕
拠
を
挙
ぐ
ぺ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
な
い
。
ま
た
一
連
の
人
権
の
う
ち
、
宗
教
的
自
由
が
ま
ず
最
初
に
形
成
さ

れ
、
そ
の
枠
が
創
設
さ
れ
る
と
と
は
よ
っ
て
他
の
す
べ
て
の
自
由
が
這
入
り
こ
み
う
る
よ
う
に
な
っ
た
o

私
は
常
に
「
法
形
式
」
を
盟
問
っ
て
い
る
の
宅
あ
唱

で
、
思
想
め
肉
γ

容
を
い
っ
て
い
亭
め
で
ほ
沿
い
q

し
か

L
こ
の
白
書
機
会
俸
の
吋
内
容
弘
ほ
う
い
で
も
、
プ
ト
ミ
イ
と
私
占
を
分
勺
「
深
淵
」
、
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
法
律
家
と
し
て
、
自
由
の
内
容
は
そ
れ

自
体
で
ほ
実
定
的
隠
規
定
さ
れ
加
え
茂
い
主
考
え
る
。
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
自
由
は
「
人
間
の
活
動
に
加
え
ら
れ
た
先
行
す
る
制
限
の
否
定
」
に
外
芯
ち
ぬ
と
解

す
る
@
検
閲
の
重
野
が
出
版
を
抑
庄
一
し
た
か
ら
、
出
版
の
自
由
の
理
念
を
生
ん
だ
等
。
こ
の
自
由
の
概
念
こ
そ
が
、
国
家
の
溶
意
を
制
限
し
一
、
権
利
の
実
際
的

価
値
を
生
む
。
し
か
し
逃
に
、
自
由
の
内
容
に
つ
い
て
、
一
七
・
八
世
紀
の
ア
メ
り
カ
の
理
論
や
フ
ヲ
ン
ス
の
哲
学
か
何
を
い
っ
た
か
を
知
る
ニ
と
に
は
、
殆

ん
ど
重
要
性
を
認
め
な
い
。
法
と
は
w

は
る
か
に
形
式
的
で
あ
り
「
外
化
」
し
す
ぎ
て
い
る
の
で
、
哲
学
的
思
弁
が
或
法
形
式
に
体
現
さ
れ
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。
法
は
た
だ
侵
害
さ
れ
ず
服
従
さ
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
満
足
す
る
。
ブ
ト
ミ
イ
が
、
自
由
の
理
念
の
生
き
た
内
容
が
時
代
と
国
民
の
違
い
に
よ
っ
て
い

か
に
変
化
す
る
か
を
探
究
の
対
象
と
し
、
そ
の
分
野
に
お
い
て
巨
匠
で
あ
る
こ
と
は
全
く
疑
い
な
い
。
し
か
し
彼
が
い
か
な
る
点
で
私
の
提
言
の
核
心
に
ふ

れ
、
ま
た
命
題
の
弱
点
を
つ
き
え
た
が
と
自
由
削

L
て
み
る
と
?
、
何
一
も
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

事島

北法 14(3・4-143)532
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ぺ

(
9
〉
こ
の
議
事
録
は
、
「
そ
の
型
、
印
刷
、
間
有
翁
詞
お
よ
び
事
項
烈
の
索
引
、
各
会
議
の
議
事
の
分
析
に
お
い
て
、
な
ら
ぶ
も
の
の
な
い
研
究
資
料
で
あ

る
い
(
声
。
由
宮
骨
F
出

5
0
5
8
5
t
g同
SEm--巾
内
庁

F
F
g
S
今

回

叶

g
u
E叶
0

・
F
N
w

司
・
記
同
)
。
フ
ヲ
ン
ス
法
の
本
格
的
研
究
の
た
め
に
は
必

須
の
も
の
で
あ
ろ
う
o

家
百
官

20ロ
r
T
g
n
wロ
玄

SH丹市
E
H
L
H
・
も
参
照
し
た
が
、
議
事
録
と
し
て
不
完
全
な
と
こ
ろ
が
多
い
。
な
お

F
u
b
n
-
5
5ロ

色

白

色

8
5
常

-
d
o
g
B
O
Z
E
岳
♀
g
a
s
p
a
t
g一
雪
国
含
コ
3
・

3
9
5
-
F
官
同
窓
-
F
E
E
H
F
H宏
司
・
(
回

G
R
E
q
-
と
略
)
も
参
照
し
た
。

ハ

ω)
宮
崎
泰
治
郎
、
ナ
ポ
レ
オ

γ
と
フ
ラ

γ
ス
民
法
、
昭
和
一
二
年
、
岩
崎
供
、
一

O
九
真
。

第
一
節
|
|
人
権
笠
宮
の
制
定
過
程

さ
て
本
節
に
お
い
て
は
、
人
権
宣
言
め
諸
原
則
を
そ
の
制
定
者
で
あ
る
国
民
議
会
で
の
討
議
自
体
に
即
し
て
研
究
す
る
わ
け
で
あ
る

が
、
一
応
次
の
四
払
昨
に
分
け
て
制
定
経
緯
を
赴
る
こ
と
に
し
た
い

o
H討
議
の
端
緒
。
伺
委
員
会
報
告
お
よ
び
個
人
の
宣
言
諸
草
案
の

討
論
。
同
確
定
案
の
準
備
。
帥
各
条
項
別
の
討
議
。

1789年人権宣言研究序説付

Z
タ
-
H
V
V
酔
ネ
ロ

1

は
い

ω一
七
八
九
年
五
月
五
日
、
全
身
分
会
識
が
招
集
さ
れ
た
の
は
財
政
問
題
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
が
、
六
月
一
七
日
に
は
国
民
議
会
を

構
成
、
六
月
二

O
日
に
は
有
名
な
テ
ユ
ス
コ

l
ト
の
誓
い
に
お
い
て
、
第
三
身
分
の
代
表
達
は
「
確
固
た
る
基
礎
に
も
と
づ
い
た
憲
法
が

制
定
さ
れ
る
ま
で
ぬ
渇
仰
し
て
離
散
し
な
い
」
こ
と
を
宣
言
し
た
。
こ
れ
に
先
だ
っ
て
、
全
身
分
会
議
に
提
出
さ
れ
た
釦
骨
ぎ
の
う
ち
多
く

の
も
の
が
憲
法
を
要
望
し
て
札
口
円
、
権
利
宣
言
の
要
求
を
記
載
し
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
問
。
六
月
一
九
日
に
は
議
会
に

お
い
て
、
若
干
の
議
員
が
権
利
宣
言
の
起
草
作
業
を
開
始
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
(
羽
詰
HF-m一円。二
c
c
E
E
e
)
。

ゴE法 14(3・4-'日9)533



説

七
月
六
日
、
国
民
議
会
は
憲
法
制
定
の
作
業
を
促
進
す
る
た
め
の
委
員
会
の
設
立
を
決
定
(
山
町
田
中
、
七
月
七
日
、
「
憲
法
に
か
刊
寸

る
作
業
の
整
備
を
任
務
と
す
る
委
員
会
」
(
控
議
委
)
の
構
成
委
員
一
一

δ
名
(
間
記
伽
各
部
)
の
リ
ス
ト
が
公
表
さ
れ
た
(
ぷ
刊
訂
Noc--)

。

そ
し
て
二
日
後
の
九
日
に
は
、
同
委
員
会
の
報
告
書
(
帰
J
U凶
作
伊
献
項
)
が
読
ま
れ
、
さ
ら
に
二
日
後
の
一
一
白
に
は

F内
田

3
5個
人

の
人
権
宣
言
案
が
提
出
さ
れ
た
碕
祁
)
)
。
後
者
は
、
彼
の
経
歴
や
後
に
彼
自
身
が
「
ヨ

l
ロ
ヅ
パ
に
お
い
て
宣
言
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
的
意

味
に
お
け
る
最
初
の
権
利
宣
言
」
と
自
説
げ
い
た
こ
と
や
、
イ
エ
リ
ネ
ッ
ク
の
解
釈
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
民
議
会
の
み
な
ら
ず

論

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
人
権
宣
言
制
定
史
上
最
初
の
モ
デ
ル
と
い
わ
れ
、
そ
の
意
義
の
解
釈
に
つ
い
て
争
そ
い
の
あ
る
重
要
文
書
で
あ

る
。
そ
し
て
七
月
一
回
目
、
バ
ス
テ
ィ
ユ
の
陥
落
の
当
日
午
前
、
国
民
議
会
は
憲
法
案
起
草
を
任
務
と
す
る
八
人
委
員
会
を
設
立
し
て
い

た。
以
よ
の
経
過
が
、
既
定
の
方
針
に
し
た
が
っ
て
整
然
と
行
な
わ
れ
た
わ
け
で
は
勿
論
な
い
。
国
民
議
会
で
は
白
か
ら
の
組
織
す
ら
確
定

さ
れ
て
お
ら
ず
、
経
済
的
・
財
政
的
危
機
、
人
民
の
蜂
起
、
国
王
の
軍
隊
に
よ
る
脅
威
等
予
見
し
え
ぬ
革
命
の
事
態
の
な
か
で
、
議
事
は

混
乱
と
熱
狂
の
様
相
を
加
え
つ
つ
、
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

ω
(
a
)憲
法
作
業
委
員
会
の
ム
ニ
エ
報
告
書
(
尚
話
一

E
令
官
)
。
こ
の
委
員
会
は
、
前
述
の
と
お
り
議
会
内

2δ
の
各
部
局
選
出

の
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
議
員
の
総
意
を
間
接
に
反
映
し
た
報
告
と
な
る
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
選
出
以
来
二
日
間
で

慎
重
な
委
員
会
の
討
議
が
な
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

ム
ユ
エ
個
人
流
儀
の
報
告
内
容
で
あ
り
、
委
員
会
は
同
意
し
た
程
度
に

お
い
て
影
響
を
与
え
た
も
の
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
(
浦
附
刊
誌
d
M
H
J
v
h
個
人
草
案
ζ

)

。
憲
法
理
論
と
し
て
注
目
す
べ
き
点
は
次
の
、
と
お
り
。

，ペ
B(
 

1

円
憲
法
」
の
定
義
に
つ
い
て
。
そ
れ
は
「
統
治
の
明
確
で
恒
久
的
な
形
態
」
な
い
し
統
治
の
仕
方
に
お
け
る
確
定
的
「
秩
序
」
で

あ
り
、
こ
の
秩
序
は
、
汁
国
民
ま
た
は
国
民
を
代
表
す
る
た
め
に
選
ば
れ
た
人
達
の
自
由
な
正
式
の
承
認
を
え
て
創
設
さ
れ
る
根
本
的
諸
規

北法 14(3・4-150)534



2
フ
ラ

γ
ス
は
憲
法
を
も
っ
て
い
な
い
。
何
故
な
ら
「
あ
ら
ゆ
る
権

則

定

也

2
守
口
骨
留
め
己
印
刷

g)
に
基
づ
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
。

ヨ

ν
7オ
νデ
晶

リ

ミ

イ

ト

カ
が
混
同
し
、
ま
た
そ
れ
に
い
か
な
る
限
界
も
劃
定
せ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
」
で
あ
る
。

君
主
の
権
利
と
国
民
の
権
利
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は

「し
ーすた
般1が
的二っ
きFZて
福き憲
」ん法

では
あ
h 真
、の
君
主
制
を
維
持
L 

3
憲
法
の

「
目
的
」

「
人
間
の
権
利
に

基
づ
き
、
そ
れ
を
明
白
に
保
護
す
る
」
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
「
憲
法
の
目
的
を
想
起
さ
せ
る
た
め
に
、
冒
頭
に
人
聞
の
権

F
ル
ト

「
短
か
く
、

利
の
宣
言
を
掲
ぐ
」
べ
き
で
あ
る
が
、
憲
法
の
本
文
の
条
文
か
ら
分
離
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
宣
言
は
、

サ

ン

ず

庁

プ

ν
シ
1
メ

平
易
で
、
明
確
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1<789年人緯宣言研究序説付

そ
し
て
憲
法
作
業
の
順
序
に
つ
い
て
の
委
員
会
の
提
案
は
次
の
と
お
り
(
臥
鴎
唯
一
斑
博
明

τ)。

。
濯
け
や
伺
1

・

グ

申

エ

庁

ヌ

マ

ン

一
条
。
「
あ
ら
ゆ
る
政
庇
の
唯
↓
の
目
的
は
人
聞
の
権
利
の
維
持
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
統
治
機
関
に
対
し
絶
え
ず
こ
の
提
起
さ
れ
た
目
的
に
対
す
る
注
意

を
換
起
さ
せ
る
た
め
、
憲
法
は
、
人
間
の
自
然
柄
、
時
効
に
か
か
ら
ぬ
諸
撲
利
の
宣
言
を
も
っ
て
始
む
べ
き
で
あ
る
。
」

プ
ロ

1
プ
N

二
条
。
「
君
主
政
体
は
国
民
の
権
利
を
維
持
す
る
た
め
に
適
し
て
い
る
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
。
:
:
:
」

三
条
。
「
君
主
制
の
原
則
の
ゆ
え
に
、
国
民
は
、
そ
の
権
利
を
篠
保
す
る
た
め
に
、
君
主
に
対
し
特
定
の
権
利
を
移
譲
し
た
。
」
憲
法
は
明
確
に
両
者
の
夫

均
の
権
刺
を
規
定
す
べ
き
で
あ
る
。

四
条
。
「
フ
ヲ

γ
ス
国
民
の
権
利
の
宣
言
を
も
っ
て
は
じ
め
、
次
い
で
、
国
王
の
権
利
を
宣
言
す
べ
き
で
あ
る
。
」

五
条
。
「
国
王
と
国
民
の
権
利
は
、
国
民
を
構
成
す
る
個
人
の
幸
福
の
た
め
に
の
み
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
市
民
の
権
利
の
検
討
に
導
く
。
」

ア
ク

νオ
ン
・
デ
-
u
v
ト
マ
イ
ヤ
ン

穴
条
@
代
表
に
つ
い
て
(
略
)
。
七
条
o

法
律
の
定
立
と
執
行
に
つ
い
て
(
略
〉
。
八
条
。
「
法
律
は
王
国
の
一
般
的
行
政
、
市
民
の
行
動
お
よ
び

プ
ロ
プ
リ
エ
テ
オ
ブ
ジ
ェ

所
有
を
目
標
と
し
て
も
つ
」
:
:
:
。
九
条
。
司
法
権
に
つ
い
て
(
略
)
。

一
O
条
。
「
法
の
執
行
お
よ
び
王
国
の
防
衛
の
た
め
、
武
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ゆ
え
に
そ
れ
を
指
導
す
る
原
則
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
。
」

(¥1) 
こ
の
報
告
書
は
、
議
会
の
正
式
機
関
の
表
明
し
た
最
初
の
権
利
宣
言
に
か
ん
す
る
観
念
を
示
し
て
い
る
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
た

だ
し
、
議
会
の
内
外
で
そ
れ
ほ
ど
熱
列
な
支
持
は
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

(5許可

北法 14(3・4-1>51)535 



続

(
b
)
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
の
草
案
(
持
ー
た
f
J
A同
一
色
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
支
援
の
勇
将
は
、
右
報
告
書
が
権
利
宣
言
の
必
要
性

プ
ル
ミ
エ
・
プ
ラ

y
y
1
.フ

を
「
第
一
の
注
意
の
対
象
」
，
と
し
た
こ
と
に
賛
意
を
表
し
つ
つ
、
「
憲
法
全
体
の
第
一
原
則
、
一
切
の
立
法
の
第
一
一
原
理
」
を
規
定
し
た
宜

輪

一
言
作
成
に
ま
ず
議
員
の
衆
知
を
集
む
べ
き
こ
と
を
強
調
し
、
宣
言
の
有
益
性
の
理
由
二
つ
を
述
べ
て
い
る
(
凸
町
民
一
一
可
h
p
)
。

ケ
串

l
ル

第
干
に
、
そ
の
よ
う
な
宣
言
は
、
「
自
然
が
各
個
人
の
心
に
刻
み
込
ん
だ
感
情
を
よ
び
起
こ
す
だ
け
で
な
〈
、
そ
の
感
情
が
国
民
に
よ
っ
て
厳
粛
に
再
認

識
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
ら
し
い
カ
を
え
る
。
す
な
わ
ち
、
国
民
が
自
由
を
愛
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
知
る
だ
け
で
充
分
で
あ
り
、
国
民
が
自
由
と
な
る

た
め
に
は
、
そ
れ
を
欲
す
る
だ
け
で
充
分
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
感
情
の
発
展
を
容
易
に
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
よ
り
有
益
で
あ
る
。

第
二
に
、
こ
れ
ら
の
永
久
的
な
真
理
の
表
明
は
、
そ
こ
か
ら
一
切
の
制
度
を
流
出
せ
し
め
、
国
民
の
代
表
者
の
仕
事
の
う
え
で
誠
実
な
指
標
と
な
り
、
彼
ら

を
常
に
自
然
と
社
会
の
法
の
源
に
導
く
。
」

そ
し
て
権
利
宣
言
の

7
:よ
真
理
品
確
さ
に
存
す
る
」
と
述
べ
、
彼
の
宣
言
案
書
持
。
参
照
)
を
読
み
、

宣
言
葉
案
の
提
出
を
う
な
が
し
、
討
論
・
起
草
作
業
の
進
捗
を
よ
び
か
け
る
。

他
の
議
員
に
よ
る

一
条
。
自
然
ほ
人
間
を
自
由
で
平
等
な
も
の
と
し
た
。
社
会
の
秩
序
に
必
要
な
差
別
は
、
一
般
的
利
益
に
の
み
も
と
づ
く
。

二
条
。
す
〈
て
の
人
聞
は
、
不
可
識
で
時
効
に
か
か
ら
な
い
権
利
と
と
も
に
生
れ
た
。
そ
の
権
利
と
は
、
一
切
の
彼
の
意
見
の
自
由
、
彼
の
名
誉
と
生
命
へ

F
m
v・
ド

・

プ

ロ

プ

リ

ヱ

テ

ベ

bw
ソ
γ
ヌ

デ

ス

ポ

ジ

シ

オ

γ
・
ア
ン
テ
イ
ヱ

1
ル

ピ

ヤ

γ
・

の

配

慮

、

所

有

権

、

彼

の

身

体

・

勤

労

・

一

切

の

能

力

の

完

全

な

処

理

、

可

能

な

一

切

の

方

法

に

よ

る

彼

の

思

想

の

伝

達

、

福

a
e
1
ト
ル

利
の
追
求
お
よ
び
圧
制
へ
の
抵
抗
。

一
一
一
条
。
自
然
擦
の
行
使
は
、
社
会
の
他
の
メ
ン
バ
ー
に
対
す
る
そ
の
亨
受
を
確
保
す
る
た
め
の
限
界
以
外
の
限
界
を
も
た
な
い
。

四
条
。
い
か
な
る
人
間
も
、
彼
ま
た
は
そ
の
代
表
者
に
よ
っ
て
同
意
さ
れ
、
事
前
に
公
布
さ
れ
か
つ
合
法
的
に
適
用
さ
れ
る
法
律
に
の
み
服
従
す
る
。

ヱ
マ

1
ヌ

五
条
。
一
切
の
主
権
の
原
則
は
、
国
民
に
の
み
存
す
る
。
い
か
な
る
団
体
も
、
い
か
な
る
個
人
も
国
民
か
ら
明
示
的
に
派
生
し
な
い
権
威
を
も
つ
こ
と
は
で

き
な
い
。

ピ

ア

シ

・

コ

マ

ン

ア

ン

テ

レ

デ

7
イ
エ

六
象
。
す
べ
て
の
統
治
の
喰
ザ
の
目
的
は
共
通
善
で
あ
る
。
こ
の
利
益
の
た
め
に
は
、
立
法
・
執
行
お
よ
び
司
法
権
が
区
別
さ
れ
ま
た
規
定
さ
れ
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て
い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
ま
た
諸
権
力
の
組
織
は
、
市
民
の
自
由
な
代
表
・
官
吏
の
責
任
お
よ
び
裁
判
官
の
公
正
を
も
要
求
す
る
コ

七
条
。
法
律
は
、
す
べ
て
の
市
民
に
と
っ
て
明
断
で
正
確
で
劃
一
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ジ
ユ
プ
シ
イ
ド

八
条
。
税
金
は
、
自
由
に
承
認
さ
れ
ま
た
比
例
的
に
配
分
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

V

町
イ
ジ
オ
ン

九
条
。
弊
害
は
生
起
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
後
を
継
ぐ
世
代
の
権
利
と
し
て
、
一
切
の
人
間
的
施
設
は
改
善
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
憲

法
の
欠
陥
を
検
討
し
、
必
要
と
あ
れ
ば
訂
正
す
る
こ
と
を
唯
一
の
目
的
と
す
る
代
議
員
の
特
別
の
招
集
を
行
な
う
こ
と
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
可
能
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の

こ
の
宣
言
案
は
議
会
の
多
数
か
ら
非
常
に
好
意
的
に
迎
え
ら
れ
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ヅ
ト
の
声
望
を
高
め
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
窓
会
)
。

こ
れ
を
ム
ニ
エ
報
告
案
と
対
比
す
る
と
き
、
そ
の
基
本
的
共
通
部
分
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
自
然
権
の
理
念
の
高
唱
や
、
自
由
と
平
等
の
併

置
、
国
民
主
権
原
則
の
明
示
等
、
顕
著
な
相
違
な
い
し
前
進
面
が
目
に
つ
く
。
そ
し
て
人
権
宣
言
の
確
定
正
文
中
、

こ
の
索
の
本
質
的
部

分
の
多
く
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
本
草
案
の
も
つ
意
義
は
後
に
充
分
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
(
日
い
M
叶
材
ト
時
一
四
一
読
壮
一
か
発

以
下
を
次
号
に
穣
っ
た
こ
と
に
戸
。

つ
い
て
御
宥
恕
を
乞
い
ま
す
。
、
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E
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